
　
急
速
に
進
ん
だ
都
市
化
か
ら
取

り
残
さ
れ
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が

進
ん
だ
と
し
て
も
、
地
域
に
は
す

ば
ら
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
残
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。
豊
か
な
自
然

の
中
で
の
暮
ら
し
、
地
域
の
関
係
、

田
畑
か
ら
作
ら
れ
た
食
物
な
ど
、

昔
か
ら
続
く
普
通
の
生
活
が
今
で

は
重
要
な
こ
と
、
貴
重
な
こ
と
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
地
域
の
自
然
や
様
々
な
事
柄
に

向
か
い
暮
ら
す
こ
と
に
よ
り
培
わ

れ
た
内
容
を
生
か
す
環
境
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
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　大杉谷自然学校は平成１３年から大台町の宮川上流部にある大杉谷地域で活動をしている
任意団体です。活動の中心が大台町の一番奥にあたるので、馴染みのない方もいるかもしれ
ません。今日は私たちがどんな活動をしているのかを紹介したいと思います。

大杉谷自然学校とは…

地域にしかできないことが存在しています

　
大
杉
谷
自
然
学
校
と
地
域
の
方
が

一
緒
に
す
す
め
る
、
楽
し
く
て
た
め

に
も
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
を
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
地
域
の
家
庭
に

お
世
話
に
な
る
民
泊
の
「
孫
さ
ん
キ

ャ
ン
プ
」
で
は
、
薪
風
呂
た
き
、
昔

の
魚
釣
り
体
験
、
食
に
関
す
る
こ
と

や
地
域
の
動
物
と
人
間
の
関
係
を
考

え
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
林
業
体
験
な
ど
地
域
産

業
に
注
目
し
た
内
容
、
キ
ャ
ン
プ
、

吉
野
熊
野
国
立
公
園
を
生
か
し
た
エ

コ
ツ
ア
ー
登
山
な
ど
大
人
の
方
も
ご

参
加
い
た
だ
け
る
内
容
も
あ
り
ま
す
。

プログラム紹介

　大杉谷自然学校は、平成１３年度に旧宮川
村により設立され、自然学校のスタッフと地
域の方が運営する官設民営型の非営利の組織
です。過疎高齢化の著しい大杉谷地域をフィ
ールドに、地域を活かした自然体験型環境教
育事業を提供しています。

プログラムの特徴は「過疎高
齢化の地域が失っていくもの」
　大杉谷地域は過疎化・高齢化の問題が深刻化
しています。日本にはこのような問題を抱えた
場所がたくさんありますが、特に大杉谷自然学
校が活動する大杉谷地域では60.3％が６５歳以
上の方です。人が少なくなり、高齢化率が上が
るということは地域で維持していくことが難し
くなることがたくさんでてきます。例えば家屋、
田畑、山林をはじめ地域の伝統行事など多くの
ことが人の手を経て維持されています。人がい
なくなるということはこれらの継続が難しくな
るのです。

　これからは広くなった大台町全体を生かし、色々新しい事業展開も考えています。
ぜひ、１度大杉谷自然学校の事業にご参加してみてください！また、面白い内容やこ
れをして欲しいなどのご希望も受け付けています。皆様のご参加お待ちしています！

今後の展開

問
い
合
わ
せ
先
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